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 アンモニア(NH3)合成に高活性を示す触媒として、無機エレクトライド

[Ca24Al28O64]
4+(e-)[1]を担体に用いた Ru 触媒が報告された[2]。さらに高い活

性を示す Ru/Ca(NH2)2 触媒[3]や 2 次元エレクトライド Ca2N を出発物質に用い

た Ru/Ca2NH 触媒が開発されてきた[4]。これらの触媒の局所構造を調べるた

め、XAFS（X 線吸収微細構造）実験を行った。Ca2NH と同様に Ca, N, H からな

る CaNH を担体に用いた Ru/CaNH 触媒も比較検討に用いた。 

 Ru(10wt%)/Ca(NH2)2 触媒の Ru 粒子は~2 nm と小さく、反応後も肥大化が見

られない。この触媒で、Ru と Ca(NH2)2 担体中の N との間の Ru-N 結合の形成

を見出した。Ru-N 結合がアンカーとして働き凝集を防いだと考えられる[3]。 

 Ru/Ca2NH 触媒の NH3 合成活性は Ru/CaNH 触媒より一桁以上高い。担持

量 0.1wt%のこれらの触媒で、両者の Ru の局所構造を調べた。高活性な

Ru/Ca2NH には触媒粒子の Ru と Ca2NH 担体中の N との間の Ru-N 結合が明

瞭に見られた[5]。一方、Ru/CaNH には Ru-N 結合は認められなかった。 

 以上のように、高活性な Ru/Ca(NH2)2 触媒と Ru/Ca2NH 触媒では、触媒粒子

の Ru と担体中の N との間に Ru-N 結合が形成されていることがわかった。こ

のRu-N結合のアンカー効果によってRu粒子が担体に固定され、凝集が防が

れ、NH3 合成活性の維持が実現していると考えられる。 
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